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概
要

　

東
京
大
学
は
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
年
）
に
、
神
奈
川
県
三
浦

市
三
崎
町
に
臨
海
実
験
所
を
設
立
し
、
生
物
学
の
研
究
と
教
育
を
開

始
し
た
。
初
代
所
長
の
箕み
つ
く
り作
佳か

吉き
ち

教
授
は
、
豊
か
な
三
崎
の
海
か
ら

採
取
さ
れ
る
様
々
な
動
物
を
対
象
に
系
統
進
化
の
研
究
を
行
い
、
新

種
も
数
多
く
発
見
し
た
。
ま
た
、
世
界
初
の
真
珠
養
殖
技
術
開
発
に

も
貢
献
し
た
。
当
時
の
東
京
大
学
首
脳
部
は
「
養
殖
真
珠
は
国
家
財

政
に
寄
与
す
る
」
と
考
え
、
大
学
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
真
珠
養

殖
技
術
の
開
発
研
究
を
行
っ
た
。
箕
作
教
授
は
、
明
治
23
年
（
１
８

９
０
年
）
の
第
３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
御
木
本
幸
吉
に
出
会
い
、

ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
養
殖
を
勧
め
、
人
工
真
珠
に
つ
い
て
助
言
を
与
え
て

い
る
。
真
円
真
珠
の
制
作
技
術
は
、
箕
作
の
弟
子
の
西
川
藤
吉
が
開

発
し
た
。
西
川
は
御
木
本
幸
吉
の
次
女
と
結
婚
す
る
。
御
木
本
は
東

京
大
学
と
交
流
し
な
が
ら
、
真
珠
養
殖
研
究
を
進
め
、
養
殖
真
珠
を

産
業
化
し
、
現
在
の
ミ
キ
モ
ト
に
発
展
し
た
。
ミ
キ
モ
ト
は
世
界
に

知
ら
れ
る
企
業
と
な
っ
た
が
、
東
京
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
で
真
珠

養
殖
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
東
京
大
学
で
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
時
代
が
長
く
続
い
た
。
平

成
19
年
（
２
０
０
７
年
）、
ミ
キ
モ
ト
か
ら
「
御
木
本
幸
吉
生
誕
150

年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
２
０
０
８
年
12
月
４
日
東
京
大
学
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
小
柴
ホ
ー
ル
で
開
催
）」
の
共
同
開
催
が
提
案
さ
れ
、

東
京
大
学
が
真
珠
養
殖
の
技
術
開
発
を
行
っ
て
い
た
事
実
が
現
代
に

蘇
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
き
っ
か
け
と
し
て
東
京
大
学
三
崎
臨
海

実
験
所
と
ミ
キ
モ
ト
と
の
連
携
が
再
開
さ
れ
、
共
同
研
究
が
始
ま
っ
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た
。
三
崎
臨
海
実
験
所
で
は
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
と
真
珠
の
養
殖
技
術
を

ミ
キ
モ
ト
真
珠
研
究
所
か
ら
逆
輸
入
し
て
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
研
究
・

教
育
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
真
珠
に
よ
る
産
学
官
民
連
携
に
よ
る

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。

三
崎
臨
海
実
験
所
の
設
立
に
貢
献
し
た
お
雇
い
外
国
人

　

明
治
時
代
（
１
８
６
８
年
～
１
９
１
２
年
）
の
初
頭
、
近
代
化
を

目
指
す
日
本
政
府
は
、
欧
米
の
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
為
に

専
門
知
識
を
も
つ
外
国
人
を
雇
用
し
た
。
彼
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
お

雇
い
外
国
人
」
で
あ
る
。
後
に
、
東
京
大
学
理
学
部
生
物
学
科
動
物

学
教
室
の
初
代
教
授
と
な
る
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
は
、
来
日

し
た
時
は
米
国
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
比
較
動
物
学
者
ル
イ
・
ア
ガ

シ
ー
教
授
の
助
手
だ
っ
た
。
モ
ー
ス
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）

に
出
版
さ
れ
た
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
種
の
起
源
」
の
影
響
を
受
け
、
貝

類
の
系
統
分
類
・
進
化
の
研
究
を
し
て
い
た
。
シ
ャ
ミ
セ
ン
ガ
イ
な

ど
の
腕
足
動
物
は
２
枚
の
殻
を
も
ち
、
軟
体
動
物
の
二
枚
貝
の
よ
う

に
見
え
る
た
め
、
当
時
は
擬
軟
体
動
物
と
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

モ
ー
ス
は
疑
問
に
思
い
、
生
き
た
腕
足
動
物
を
観
察
し
た
い
と
思
っ

た
。
腕
足
動
物
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
ほ
と
ん
ど
い

な
い
。
日
本
に
腕
足
動
物
が
い
る
こ
と
を
欧
米
に
知
ら
せ
た
の
は
、

嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
年
）
と
安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）
に
来
航

し
た
マ
シ
ュ
ー
・
ペ
リ
ー
が
率
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
東
イ
ン

ド
艦
隊
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ペ
リ
ー
艦
隊
は
軍
事
ば
か
り

で
な
く
、
日
本
が
開
国
し
た
後
の
交
易
に
資
す
る
た
め
、
海
岸
の
測

量
や
、
日
本
の
文
化
、
生
息
す
る
動
植
物
の
調
査
ま
で
行
っ
て
い
た
。

明
治
４
年
（
１
８
７
１
年
）
に
『Proceedings of the Zoological 

Society of London. A
pr.18, 1871, 300-312.

』
に
発
表
さ
れ
た
論

文
『O

n Japanese recent Brachiopoda. T
. D
avidson.

』
で
は
、

日
本
に
非
常
に
多
く
の
種
類
の
腕
足
動
物
が
生
息
し
て
い
る
こ
と

と
、
江
戸
近
く
の
沿
岸
や
、
横
浜
の
埠
頭
に
も
生
息
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
情
報
を
知
っ
た
モ
ー
ス
は
来
日
を
決
意

し
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）
６
月
17
日
、
横
浜
港
か
ら
日
本
に

上
陸
し
た
。
当
時
、
外
国
人
は
居
留
地
か
ら
10
里
（
約
40
㎞
）
圏
内

し
か
出
歩
け
な
い
規
則
が
あ
っ
た
た
め
、
日
本
政
府
か
ら
採
集
の
許
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可
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
。そ
の
便
宜
を
図
っ
て
も
ら
う
た
め
、モ
ー

ス
は
文
部
省
最
高
顧
問
学
監
の
地
位
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
の
ダ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
マ
レ
ー
に
面
会
す
る
こ
と
に
し
た
。
６
月
19
日
、
横
浜

か
ら
、
当
時
は
竹
橋
に
あ
っ
た
文
部
省
に
行
く
た
め
に
汽
車
に
乗
っ

た
。
横
浜
桜
木
町-
東
京
新
橋
ま
で
の
鉄
道
路
線
は
、
明
治
５
年（
１

８
７
２
年
）
に
開
業
し
て
い
る
。
こ
の
時
、
モ
ー
ス
は
車
窓
か
ら
大

森
貝
塚
を
発
見
し
た
。
日
本
で
は
、
大
森
貝
塚
の
発
見
が
特
筆
さ
れ

る
あ
ま
り
、
モ
ー
ス
の
日
本
に
お
け
る
本
当
の
実
績
は
ほ
と
ん
ど
認

識
さ
れ
て
い
な
い
。

　

モ
ー
ス
は
助
手
の
身
分
で
あ
っ
た
が
、
進
化
研
究
で
名
声
を
は
せ

て
お
り
、
英
字
新
聞
「T

okyo T
im
es

」
が
、
モ
ー
ス
が
来
日
す
る

こ
と
を
伝
え
て
い
た
。
モ
ー
ス
来
日
の
情
報
を
得
た
東
京
大
学
首
脳

部
は
、
モ
ー
ス
が
現
れ
る
の
を
待
ち
受
け
て
い
た
。
マ
レ
ー
と
の
面

会
に
同
席
し
て
い
た
東
京
大
学
文
学
部
教
授
の
外
山
正ま
さ

一か
ず

は
、
モ
ー

ス
に「
東
京
大
学
は
理
学
部
に
生
物
学
科
を
新
設
す
る
予
定
で
あ
り
、

教
授
と
し
て
就
任
し
て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
、
東
京
大
学
が
モ
ー
ス

の
た
め
に
、
江
の
島
に
海
洋
動
物
の
調
査
施
設
を
提
供
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
高
給
が
得
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
モ
ー
ス
は
こ
れ
を
承

諾
し
、
７
月
12
日
か
ら
2
年
間
の
契
約
で
理
学
部
生
物
学
科
動
物
学

教
室
の
初
代
教
授
と
な
っ
た
。

　

モ
ー
ス
は
、
７
月
17
日
に
江
の
島
に
入
り
、
調
査
の
拠
点
と
し
て

小
屋
を
借
り
た
。
モ
ー
ス
は
著
書
『Japan day by day

（
日
本
そ
の

日
そ
の
日
）』
に
、
こ
の
小
屋
を
太
平
洋
で
最
初
の
臨
海
実
験
所
と
記

し
て
い
る
。
小
屋
を
研
究
施
設
と
し
て
改
修
し
て
、
７
月
30
日
に
採

集
を
開
始
す
る
と
、
腕
足
動
物
を
は
じ
め
様
々
な
動
物
が
採
れ
、
モ
ー

ス
は
驚
い
た
。
臨
海
実
験
所
と
称
さ
れ
た
小
屋
は
１
か
月
も
経
た
な

い
８
月
28
日
に
閉
じ
ら
れ
、
研
究
施
設
と
し
て
二
度
と
使
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
小
屋
を
拠
点
に
多
く
の
種
類
の
動
物
を
採

集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
11
月
に
一
時
帰
国
す
る
際
に
は
約
800
点
も

の
動
物
を
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
帰
り
、
専
門
家
に
種
の
同
定
を
依
頼
し

た
と
い
う
。
小
屋
の
存
在
し
て
い
た
場
所
は
、
元
藤
沢
市
職
員
の
木

下
明
氏
に
よ
っ
て
、
現
在
の
藤
沢
市
江
の
島
１
丁
目
76
番
で
あ
る
こ

と
が
特
定
さ
れ
、モ
ー
ス
研
究
会
に
よ
っ
て
平
成
26
年（
２
０
１
４
年
）

５
月
24
日
に
記
念
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
モ
ー
ス
は
臨
海
実
験
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所
の
重
要
性
を
日
本
政
府
に
説
き
、
恒
久
的
な
臨
海
実
験
所
を
設
置

す
る
よ
う
進
言
し
た
が
、東
京
大
学
や
日
本
政
府
の
財
政
難
も
あ
り
、

し
ば
ら
く
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
や
が
て
、
東
京
大
学
動
物
学
教
室

の
三
代
目
の
教
授
と
な
る
箕
作
の
時
代
に
、
東
京
大
学
臨
海
実
験
所

が
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町
に
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

モ
ー
ス
は
来
日
中
、北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
日
本
各
地
を
訪
問
し
、

動
物
を
採
集
し
た
。
モ
ー
ス
は
標
本
と
、
そ
れ
を
展
示
す
る
博
物
館

の
重
要
性
を
東
京
大
学
に
説
き
、
後
に
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物

館
の
前
身
と
な
る
東
京
大
学
博
物
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
で
初
め
て
の
学
会
、
日
本
動
物
学
会
の
前
身
と
な
る
東
京
大
学

生
物
学
会
を
明
治
11
年
（
１
８
７
８
年
）
に
創
設
し
た
。
モ
ー
ス
は

在
日
中
に
、
日
本
の
人
類
学
、
考
古
学
、
民
俗
学
も
研
究
し
、
モ
ー

ス
が
集
め
た
様
々
な
資
料
は
当
時
の
日
本
を
知
る
貴
重
な
宝
と
な
っ

て
い
る
。
モ
ー
ス
は
明
治
12
年
（
１
８
７
９
年
）
に
ア
メ
リ
カ
に
帰

国
し
た
。
二
代
目
の
動
物
学
教
室
の
教
授
も
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
り
、

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
だ
っ
た
。
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
は
後
に
、

世
界
で
最
も
規
模
の
大
き
い
ウ
ッ
ズ
ホ
ー
ル
臨
海
実
験
所
を
設
立

し
、
所
長
と
な
る
。

　

三
崎
の
海
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
は
、
東
京
大
学
医

学
部
の
博
物
学
教
師
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
だ
っ

た
。
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
が
三
崎
の
海
の
豊
か
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け

を
つ
く
っ
た
の
は
、
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
の
東
京
医
学
校
で
動

植
物
学
を
教
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ツ
・
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
で
あ
る
。
ヒ

ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
の
講
義
は
森
鴎
外
も
聴
い
て
お
り
、
ド
イ
ツ
語
で
書

か
れ
た
進
化
論
の
講
義
ノ
ー
ト
が
文
京
区
立
鴎
外
記
念
本
郷
図
書
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
明
治
６

年
（
１
８
７
３
年
）
に
来
日
し

た
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
は
講
義
の

傍
ら
、
日
本
橋
に
あ
っ
た
魚
河

岸
に
通
い
続
け
、
多
く
の
海
産

動
物
を
集
め
た
。
ま
た
、
休
暇

で
訪
れ
た
江
の
島
の
土
産
物
屋

で
売
ら
れ
て
い
た
貝
殻
の
中
か

ら
、
生
き
て
い
る
化
石
の
オ
キ

図１　相模湾深海のオキナエビス
東京大学三崎臨海実験所所蔵
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ナ
エ
ビ
ス
（
図
１
：
相
模
湾
深

海
の
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
）
を
発
見

し
た
。
彼
は
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
の

貝
殻
を
買
い
入
れ
て
、
明
治
９

年
（
１
８
７
６
年
）
の
帰
国
後
、

明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）
に

新
種
と
し
て
論
文
発
表
し
て
い

る
。
江
の
島
で
は
江
戸
時
代
か

ら
多
数
の
土
産
物
屋
が
軒
を
連

ね
て
お
り
、
多
く
の
種
類
の
貝
殻
や
、
ガ
ラ
ス
海
綿
の
骨
格（
図
２
：

相
模
湾
深
海
の
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
と
テ
ヅ
ル
モ
ヅ
ル
と
ガ
ラ
ス
海
綿
）

な
ど
が
売
ら
れ
て
い
た
。
明
治
12
年
（
１
８
７
９
年
）
に
来
日
し
た

デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
も
、
ヒ
ル
ゲ
ン
ド
ル
フ
か
ら
の
情
報
を
得
て
、
魚

市
場
や
江
の
島
の
土
産
物
屋
に
足
繁
く
通
っ
た
。
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン

は
日
誌
に
「
江
の
島
の
土
産
物
屋
を
探
し
回
れ
ば
一
流
の
博
物
館
に

陳
列
す
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
の
海
産
動
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
か

な
り
短
期
間
で
整
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
き
残
し
て
い
る
。
明

治
14
年
（
１
８
８
１
年
）、
彼
は
ホ
ッ
ス
ガ
イ
と
よ
ば
れ
る
ガ
ラ
ス

海
綿
を
生
き
た
ま
ま
採
集
し
よ
う
と
し
て
、
江
の
島
近
辺
で
ド
レ
ッ

ジ
（
船
か
ら
採
泥
器
を
海
底
に
降
ろ
し
、
牽
引
す
る
こ
と
に
よ
り
底

生
生
物
を
採
集
す
る
方
法
）
を
繰
り
返
し
た
。
し
か
し
、
努
力
の
甲

斐
も
な
く
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
実
は
、
江
の
島
の

土
産
物
屋
で
売
ら
れ
て
い
た
珍
し
い
動
物
は
、
三
崎
の
深
海
で
サ
ン

ゴ
網
を
曳
い
て
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
漁
師
か
ら
聞
か
さ
れ

た
。
彼
は
さ
っ
そ
く
三
崎
を
訪
れ
、
江
の
島
の
土
産
物
屋
で
売
ら
れ

て
い
た
様
々
な
動
物
を
三
崎
で
採
集
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
は
ド
イ
ツ
へ
の
帰
国
を
前
に
、
報
告
書
で
「
三
崎

周
辺
海
域
は
動
物
の
宝
庫
で
あ
り
、
三
崎
が
臨
海
実
験
所
を
設
立
す

る
場
所
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
」
と
記
し
て
い
る
。

三
崎
周
辺
海
域
が
動
物
の
宝
庫
の
理
由

　

水
が
き
れ
い
な
だ
け
で
は
、
多
数
・
多
種
類
の
動
物
が
生
息
す
る

環
境
と
は
な
ら
な
い
。
動
物
が
生
き
て
い
く
た
め
に
は
食
物
が
必
要

で
あ
る
。
海
の
食
物
は
主
に
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
光
合
成
を
す
る

図２　相模湾深海のマリンスノーとテヅ
ルモヅルとガラス海綿
東京大学三崎臨海実験所所蔵
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こ
と
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
る
。
増
殖
し
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
動

物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
沿
岸
の
小
動
物
が
食
べ
、
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

を
小
魚
が
食
べ
、
更
に
大
き
な
動
物
が
小
魚
を
食
べ
る
。
大
元
と
な

る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
増
殖
す
る
た
め
に
は
、
窒
素
、
リ
ン
、
カ

リ
ウ
ム
が
不
可
欠
で
あ
る
。
カ
リ
ウ
ム
は
海
水
に
豊
富
に
存
在
す
る

が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
や
タ
ン
パ
ク
質
の
元
と
な
る
窒
素
、
リ
ン
は
不
足
し
て

い
る
。
窒
素
は
硝
酸
塩
ま
た
は
亜
硝
酸
塩
と
し
て
、
リ
ン
は
リ
ン
酸

塩
と
し
て
存
在
し
、
こ
れ
ら
は
栄
養
塩
類
と
よ
ば
れ
る
。
栄
養
塩
類

は
陸
上
か
ら
動
植
物
の
死
骸
が
分
解
さ
れ
て
供
給
さ
れ
る
。
ま
た
、

人
間
の
生
活
排
水
に
も
多
く
含
ま
れ
る
。
広
い
関
東
平
野
か
ら
流
れ

込
む
栄
養
塩
類
は
、
河
口
付
近
で
は
富
栄
養
化
を
も
た
ら
し
、
増
え

す
ぎ
た
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
死
骸
が
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
り
分
解
さ
れ
る

際
に
酸
素
が
消
費
さ
れ
、
酸
欠
状
態
と
な
っ
て
多
く
の
動
物
に
と
っ

て
は
生
息
に
適
さ
な
い
。
し
か
し
、
三
崎
に
到
達
す
る
ま
で
に
は
栄

養
塩
類
が
希
釈
さ
れ
、
太
平
洋
か
ら
の
清
浄
な
海
水
と
混
じ
り
合
っ

て
、
ち
ょ
う
ど
良
い
濃
度
に
な
り
、
水
が
き
れ
い
で
食
べ
物
が
豊
富

な
環
境
が
も
た
ら
さ
れ
る
（
図
３
：
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
分
布
図
・

神
奈
川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
よ
り
）。
み
う
ら
漁

業
協
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
有
名
ブ
ラ
ン
ド
「
松
輪
サ
バ
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
松
輪
サ
バ
が
、
他
の
漁
場
で
獲
れ
る
サ
バ
よ
り

も
脂
が
の
っ
て
太
っ
て
い
る
の
は
、
三
崎
の
海
は
食
物
と
な
る
プ
ラ
ン

ク
ト
ン
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か
し
、
水
が
き
れ

い
で
食
べ
物
が
豊
富
な
だ
け
で
は
、
動
物
種
の
多
様
性
は
生
じ
な
い
。

三
崎
周
辺
の
沿
岸
は
、
複
雑
な
構
造
の
磯
、
砂
浜
、
干
潟
、
海
底
で

図３　植物プランクトンの分布図
神奈川県水産技術センターwebサイトより
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は
泥
、
砂
な
ど
地
形
が
変
化
に
富
ん
で
お
り
、
様
々
な
生
息
環
境
を

提
供
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
に
適
応
し
た
動
物
が

生
息
し
、
動
物
の
種
数
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
三
崎
臨
海

実
験
所
で
記
録
さ
れ
た
動
物
は
950
種
を
超
え
て
お
り
、
近
年
も
臨
海

実
験
所
の
調
査
活
動
に
よ
り
、
1
年
間
で
約
50
種
の
新
種
が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
更
に
新
種
の
発
見
が
続
く
と
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
三
崎
近
海
で
は
深
海
生
物
も
多
く
採
集
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
一
般
的
な
深
海
は
光
が
届
か
な
い
た
め
、
光
合
成
が
で
き
ず
、

食
物
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
物
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。
そ
の
た

め
、
深
海
の
多
く
は
海
の
砂
漠
と
よ
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
三
崎
の

深
海
は
沿
岸
か
ら
近
い
た
め
、
深
海
の
海
面
に
は
栄
養
塩
類
が
流
れ

込
み
、プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が
適
度
に
生
産
さ
れ
、そ
の
死
骸
が
塊
に
な
っ

て
深
海
に
降
り
注
ぐ
。
こ
れ
を
マ
リ
ン
ス
ノ
ー
と
い
う
（
図
２
）。

マ
リ
ン
ス
ノ
ー
は
有
機
物
で
あ
り
、
栄
養
が
あ
る
。
深
海
に
届
い
た

マ
リ
ン
ス
ノ
ー
は
小
型
の
動
物
や
固
着
性
の
動
物
の
食
べ
物
に
な

り
、小
型
の
動
物
を
大
型
の
動
物
が
食
べ
て
生
息
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
深
海
生
物
の
世
界
が
広
が
っ
て
い
る
。
み
う
ら
漁
業
協
同
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
三
崎
の
松
輪
で
獲
れ
る
深
海
魚
の
キ
ン

メ
ダ
イ
は
、
他
の
産
地
の
キ
ン
メ
ダ
イ
よ
り
２
倍
も
脂
が
の
っ
て
い

る
と
記
さ
れ
て
お
り
、
深
海
に
も
栄
養
が
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
深
海
生
物
も
含
め
、
珍
し
い
動
物
が
次
々
と
採
集
さ

れ
る
三
崎
の
海
は
、
明
治
時
代
か
ら
世
界
の
動
物
学
者
の
注
目
を
集

め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
多
様
な
動
物
が
生
息
す
る
海
域
は
世
界
で

も
類
を
見
な
い
た
め
、
奇
跡
の
海
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

臨
海
実
験
所
初
代
所
長
の
箕
作
の
登
場

　

後
に
、
東
京
大
学
理
学
部
生
物
学
科
動
物
学
教
室
の
三
代
目
教
授

と
な
る
箕
作
佳
吉
は
安
政
４
年
（
１
８
５
７
年
）
１
月
15
日
、
江
戸

鍛
治
橋
の
津
山
藩
邸
で
生
ま
れ
た
。
学
者
の
家
系
で
、
親
族
に
は
法

学
者
の
美
濃
部
達
吉
、
物
理
学
者
の
長
岡
半
太
郎
が
い
る
。
明
治
３

年
（
１
８
７
０
年
）
慶
応
義
塾
に
入
り
、
明
治
５
年
（
１
８
７
２
年
）

に
東
京
大
学
の
前
身
と
な
る
南
校
に
転
校
、
明
治
６
年
（
１
８
７
３

年
）、
15
歳
の
時
に
南
校
の
英
語
教
師
ハ
ウ
ス
に
誘
わ
れ
渡
米
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
の
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
公
立
高
校
２
年
次
に
編
入
、
明
治
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８
年
（
１
８
７
５

年
）
に
卒
業
し
て

ト
ロ
イ
の
レ
ン
サ

ラ
ー
工
科
大
学
に

入
学
し
て
土
木
工

学
を
学
び
始
め
る

が
、
明
治
10
年
（
１
８
７
７
年
）、
エ
ー
ル
大
学
２
年
次
に
転
入
し
て

動
物
学
に
転
向
し
た
。
明
治
12
年
（
１
８
７
９
年
）
に
エ
ー
ル
大
学

を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
す
る
と
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の

臨
海
実
習
に
参
加
、
２
か
月
近
く
に
及
ん
だ
臨
海
実
習
に
感
銘
を
受

け
た
箕
作
は
、ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
た
。

箕
作
は
頭
角
を
現
し
、
奨
学
金
給
付
研
究
員
に
も
選
ば
れ
、
博
士
号

の
取
得
が
確
実
視
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
13
年
（
１
８
８
０
年
）、
東

京
大
学
か
ら
、
米
国
に
戻
っ
て
い
た
モ
ー
ス
を
介
し
て
、
動
物
学
教

授
就
任
の
依
頼
が
あ
り
、
学
位
取
得
前
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
る
。

東
京
大
学
は
お
雇
い
外
国
人
か
ら
、
日
本
人
の
教
授
に
切
り
替
え
る

方
針
だ
っ
た
。
当
時
、
動
物
学
を
学
ん
で
い
た
の
は
箕
作
以
外
に
い

な
く
、
ま
た
東
京
大
学
首
脳
部
に
箕
作
の
実
兄
で
数
学
者
の
菊
池
大

麓
教
授
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、箕
作
が
選
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

箕
作
は
断
る
が
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
生
物
学
教
室
主
任

の
マ
ー
チ
ン
教
授
か
ら
、
好
機
を
逃
す
な
と
説
得
さ
れ
、
帰
国
の
途

に
就
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
由
し
、
最
後
に
海
洋
生

物
研
究
の
先
進
国
だ
っ
た
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
臨
海
実
験
所
を
訪
れ
、

ア
ン
ト
ン
・
ド
ー
ン
所
長
と
面
会
し
、
臨
海
実
験
所
の
重
要
性
を
改

め
て
実
感
し
た
。
明
治
14
年
（
１
８
８
１
年
）、
12
月
14
日
、
横
浜
に

到
着
。
12
月
28
日
、
文
部
省
か
ら
、
当
時
は
神
田
一
ツ
橋
に
あ
っ
た

東
京
大
学
理
学
部
勤
務
を
命
じ
ら
れ
、
東
京
大
学
動
物
学
教
室
を
主

宰
、
明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
12
月
27
日
、
教
授
に
昇
格
し
、
三

代
目
の
動
物
学
教
授
が
誕
生
す
る
（
図
４
：
箕
作
教
授
）。
な
お
、
箕

作
は
後
に
東
京
大
学
で
博
士
の
学
位
を
取
得
し
て
い
る
。

三
崎
臨
海
実
験
所
の
設
立

　

明
治
15
年
（
１
８
８
２
年
）
４
月
、
箕
作
は
４
年
生
の
石
川
千
代

松
を
連
れ
て
三
崎
で
臨
海
実
習
を
開
き
、
デ
ー
デ
ル
ラ
イ
ン
が
見
た

図４　箕作教授
東京大学大学院理学系研
究科所蔵
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に
つ
い
て
、
ナ
ポ
リ
臨
海
実
験
所
所
長
の
ア
ン
ト
ン
・
ド
ー
ン
に
何

回
か
意
見
を
求
め
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
年
）
12
月
13
日
に
帝
国

大
学
臨
海
実
験
所
が
落
成
し
た（
図
５
：
創
設
当
時
の
臨
海
実
験
所
）。

東
洋
初
の
恒
久
的
臨
海
実
験
所
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ッ
ズ
ホ
ー

ル
臨
海
実
験
所
、
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
臨
海
実
験
所
よ
り
２
年
早

い
創
設
で
あ
っ
た
。
な
お
、
東
京
大
学
は
明
治
19
年（
１
８
８
６
年
）

に
帝
国
大
学
に
改
称
し
て
い
る
。
東
京
か
ら
三
崎
を
訪
れ
る
に
は
、

横
浜
か
ら
徒
歩
し
か
な
く
10
時
間
も
か
か
っ
て
い
た
が
、
臨
海
実
験

所
が
開
設
さ
れ
る
と
、
東
京
―
三
崎
航
路
が
常
時
運
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
便
利
に
な
っ
た
。
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）、
三
崎
の

街
が
に
ぎ
や
か
に
な
り
す
ぎ
た
た
め
、
油
壺
湾
に
面
し
た
小
網
代
に

移
転
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

伝
説
の
採
集
人
青
木
熊
吉

　

青
木
熊
吉
は
、
元
治
元
年
（
１
８
６
４
年
）
に
漁
師
の
家
に
生
ま

れ
た
。
小
学
校
に
は
行
か
ず
、
幼
い
時
か
ら
漁
に
出
て
、
二
十
歳
の

頃
に
は
立
派
な
漁
師
に
な
っ
て
い
た
。
青
木
は
臨
海
実
験
所
に
興
味

通
り
の
三
崎
の
海
の
豊
か
さ
に
驚
く
。
石
川
は
、
後
に
帝
国
大
学
農

科
大
学
教
授
と
な
り
、
東
京
動
物
学
会
（
日
本
動
物
学
会
の
前
身
）

会
長
と
な
る
。
学
生
は
１
人
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
日
本
で
最
初
の
臨

海
実
習
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
何
回
か
三
崎
で
臨
海
実
習
を
開
き
、

多
く
の
種
類
の
動
物
を
採
集
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
箕
作

は
、
明
治
17
年
（
１
８
８
４
年
）
３

月
の
「
動
物
採
集
報
告
」
の
中
で
、

臨
海
実
験
所
の
必
要
性
を
説
い
た
。

　

臨
海
実
験
所
の
設
置
場
所
と
し

て
、
江
戸
時
代
に
海
の
関
所
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
官
有
地
が
選
ば
れ

た
。
現
在
の
三
浦
市
三
崎
２
丁
目
８

番
に
あ
た
る
。
現
在
も
、
当
時
の
臨

海
実
験
所
の
石
垣
が
残
っ
て
い
る
。

箕
作
は
臨
海
実
験
所
の
設
置
場
所
、

建
物
の
設
計
、
臨
海
実
習
の
行
い
方

図５　創設当時の臨海実験所　東京大学大学院理学系研究科所蔵



― 10 ―

を
示
し
、
出

入
り
を
し
て

教
員
や
学
生

と
交
流
し
て

い
た
。
明
治

24
年
（
１
８
９
１
年
）
に
は
、
日
本
動
物
学
会
の
前
身
の
東
京
動
物

学
会
が
発
行
し
て
い
た
動
物
学
雑
誌
に
青
木
の
名
前
が
あ
り
、
海
洋

生
物
採
集
の
巧
者
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
深
海
生

物
の
採
集
に
は
延は
え

縄な
わ

が
使
わ
れ
て
い
た
。
操
船
が
う
ま
く
、
延
縄
を

自
在
に
操
る
青
木
は
臨
海
実
験
所
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
何
も
目
印
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
海
上

の
位
置
を
、
青
木
は
「
山
立
て
」
と
い
う
方
法
で
認
識
し
、
海
の
ど

の
場
所
で
網
を
降
ろ
せ
ば
、
ど
の
よ
う
な
動
物
が
採
れ
る
か
知
っ
て

い
た
。採
集
を
依
頼
さ
れ
た
動
物
を
、的
確
に
人
力
で
深
海
か
ら
次
々

と
引
き
上
げ
る
青
木
は
驚
異
的
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
や
エ
ン
ジ
ン
、

ウ
ィ
ン
チ
、
ソ
ナ
ー
も
な
い
時
代
で
あ
る
。
明
治
31
年
（
１
８
９
８

年
）
に
青
木
は
正
式
な
臨
海
実
験
所
の
採
集
人
に
採
用
さ
れ
た
（
図

６
：
ガ
ラ
ス
海
綿
の
カ
イ
ロ
ウ
ド
ウ
ケ
ツ
モ
ド
キ
を
手
に
す
る
青
木

熊
吉
）。青
木
が
引
き
あ
げ
た
深
海
生
物
に
は
、新
種
も
数
多
く
あ
り
、

臨
海
実
験
所
の
採
集
日
誌
に
は
「
熊
吉
」
の
名
前
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
見
ら
れ
る
（
図
７
：
採
集
日
誌
）。
青
木
は
文
字
が
読
め
な
か
っ

た
が
、
採
集
し
た
大
半
の
動
物
の
ラ
テ
ン
語
の
学
名
を
知
っ
て
い
た

こ
と
を
、
明
治
37
年

（
１
９
０
４
年
）
に

三
崎
を
訪
れ
た
海
洋

動
物
学
者
の
ド
フ
ラ

イ
ン
が
記
し
て
い

る
。青
木
の
腕
前
は
、

オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
に
ま

つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

か
ら
も
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
ヒ
ル
ゲ
ン

ド
ル
フ
が
江
の
島
の

土
産
物
屋
で
購
入
し

図７　採集日誌　東京大学大学院理学系研究科所蔵

図６　ガラス海綿のカ
イロウドウケツモドキ
を手にする青木熊吉
東京大学大学院理学
系研究科所蔵
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た
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
の
貝
殻
を
新
種
と
し
て
明
治
10
年（
１
８
７
７
年
）

に
論
文
発
表
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
中
生
代
の
生
き
て
い
る
化
石

の
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
類
は
、
進
化
研
究
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
が
、
採

集
さ
れ
た
例
が
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
こ
の
論
文
を
読
ん
だ
大
英
自

然
史
博
物
館
は
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
年
）
に
帝
国
大
学
理
科
大

学
動
物
学
教
室
に
、
懸
賞
金
付
き
で
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
の
採
集
の
依
頼

を
し
た
。依
頼
状
を
受
け
取
っ
た
箕
作
教
授
は
青
木
に
採
集
を
頼
み
、

青
木
は
見
事
に
生
き
た
オ
キ
ナ
エ
ビ
ス
を
相
模
湾
の
深
海
か
ら
引
き

上
げ
た
。多
額
の
報
奨
金
を
得
た
青
木
は
、「
長
者
に
な
っ
た
よ
う
だ
」

と
し
て
、
和
名
を
「
チ
ョ
ウ
ジ
ャ
ガ
イ
（
長
者
貝
）」
と
す
る
こ
と

を
提
案
し
、
今
で
も
チ
ョ
ウ
ジ
ャ
ガ
イ
の
和
名
が
使
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
青
木
は
他
に
も
、
多
く
の
珍
し
い
深
海
生
物
を
引
き
上
げ
続

け
た
。
三
崎
臨
海
実
験
所
で
次
々
と
新
種
が
報
告
さ
れ
た
の
は
青
木

の
功
績
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

三
崎
臨
海
実
験
所
に
お
け
る
真
珠
養
殖
研
究

　

真
珠
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
明
治
16
年
（
１
８
８
３
年
）
と
そ

の
翌
年
に
、
大
日
本
水
産
会
会
報
で
「
真
珠
介
ノ
説
」
が
発
表
さ
れ
、

天
然
真
珠
が
で
き
る
し
く
み
の
研
究
と
、
中
国
で
は
貝
の
体
内
に
金

属
や
貝
殻
で
つ
く
っ
た
核
を
入
れ
、
貝
殻
の
内
側
表
面
に
真
珠
を
形

成
さ
せ
る
方
法
が
執
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
明
治

20
年
（
１
８
８
７
年
）
頃
、
財
政
難
を
抱
え
て
い
た
日
本
政
府
、
帝

国
大
学
の
資
金
源
を
獲
得
す
る
目
的
で
、
三
崎
臨
海
実
験
所
で
は
箕

作
教
授
、
佐
々
木
忠
次
郎
、
岸
上
鎌
吉
ら
に
よ
り
、
真
珠
の
養
殖
実

験
研
究
が
始
ま
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
研
究
は
、
貝
殻
と
外
套
膜
の
間

に
核
を
挿
入
す
る
半
円
真
珠
の
作
成
技
術
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

明
治
23
年
（
１
８
９
０
年
）
１
月
に
、
大
日
本
水
産
会
が
発
行
し
た

農
商
務
省
水
産
局
編
「
欧
米
水
産
製
造
法
」
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

佐
々
木
、
岸
上
と
も
に
帝
国
大
学
理
科
大
学
動
物
学
教
室
で
学
び
、

後
に
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
教
授
に
な
る
。
佐
々
木
は
モ
ー
ス
、
ホ

イ
ッ
ト
マ
ン
の
指
導
を
受
け
、岸
上
は
箕
作
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
帝
国
大
学
は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
の
京
都
帝
国
大
学

の
設
置
に
伴
い
、
東
京
帝
国
大
学
に
改
称
し
て
い
る
。

　

同
年
、
４
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で
開
か
れ
た
第
３
回
内
国
勧
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業
博
覧
会
で
箕
作
は
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
出
品
し
て
い
た
御
木
本
幸
吉

と
出
会
い
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
養
殖
法
と
人
工
真
珠
に
つ
い
て
助
言
を

与
え
た
。
御
木
本
は
志
摩
で
半
円
真
珠
の
作
成
に
成
功
し
、
明
治
26

年
（
１
８
９
３
年
）
シ
カ
ゴ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
世
界
博
覧
会
に
養
殖
半

円
真
珠
を
出
品
し
た
。
こ
の
時
、
箕
作
は
立
案
者
と
し
て
賞
状
を
授

与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
年
）
に
米
国
水
産

局
の
学
術
誌
『Bulletin of the Bureau of Fisheries

』
に
真
珠

養
殖
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
８
：
論
文
の
表
紙
と
論
文
に

掲
載
さ
れ
た
真
珠
の
写
真
）。
半
円
真
珠
は
貝
殻
の
内
側
に
貝
殻
に

張
り
付
い
た
状
態
で
形
成
さ
れ
る
（
図
９
：
半
円
真
珠
）。

　

箕
作
の
真
珠
研
究
は
弟
子
の
西
川
藤
吉
に
受
け
継
が
れ
た
。
西
川

は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
と
農

商
務
省
に
勤
め
、
真
円
真
珠
の
研
究
を
始
め
て

い
る
。真
円
真
珠
と
は
丸
い
球
の
真
珠
で
あ
る
。

西
川
が
発
明
し
た
真
円
真
珠
の
制
作
技
術
は
、

西
川
・
ピ
ー
ス
法
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
丸
い
核

に
外
套
膜
の
断
片
（
ピ
ー
ス
）
を
付
着
さ
せ
、

そ
れ
を
生
殖
巣
の
中
に
挿
入
す
る
。
生
殖
巣
は

培
養
器
と
し
て
は
た
ら
き
、
核
に
付
着
し
た
外

套
膜
断
片
の
細
胞
が
増
殖
し
て
核
全
体
を
覆

い
、
核
の
表
面
に
真
珠
層
を
形
成
す
る
（
図

10
：
真
円
真
珠
が
で
き
る
し
く
み
の
模
式
図
）。

現
在
の
養
殖
真
珠
は
西
川
・
ピ
ー
ス
法
に
よ
り

図８　論文の表紙と論文に掲載された真珠の写真

図９　半円真珠　東京大学三崎臨海実験所所蔵
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局
の
学
術
誌
『Bulletin of the Bureau of Fisheries

』
に
真
珠

養
殖
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
図
８
：
論
文
の
表
紙
と
論
文
に

掲
載
さ
れ
た
真
珠
の
写
真
）。
半
円
真
珠
は
貝
殻
の
内
側
に
貝
殻
に

張
り
付
い
た
状
態
で
形
成
さ
れ
る
（
図
９
：
半
円
真
珠
）。

　

箕
作
の
真
珠
研
究
は
弟
子
の
西
川
藤
吉
に
受
け
継
が
れ
た
。
西
川

は
明
治
30
年
（
１
８
９
７
年
）
に
東
京
帝
国
大
学
を
卒
業
す
る
と
農

商
務
省
に
勤
め
、
真
円
真
珠
の
研
究
を
始
め
て

い
る
。真
円
真
珠
と
は
丸
い
球
の
真
珠
で
あ
る
。

西
川
が
発
明
し
た
真
円
真
珠
の
制
作
技
術
は
、

西
川
・
ピ
ー
ス
法
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
丸
い
核

に
外
套
膜
の
断
片
（
ピ
ー
ス
）
を
付
着
さ
せ
、

そ
れ
を
生
殖
巣
の
中
に
挿
入
す
る
。
生
殖
巣
は

培
養
器
と
し
て
は
た
ら
き
、
核
に
付
着
し
た
外

套
膜
断
片
の
細
胞
が
増
殖
し
て
核
全
体
を
覆

い
、
核
の
表
面
に
真
珠
層
を
形
成
す
る
（
図

10
：
真
円
真
珠
が
で
き
る
し
く
み
の
模
式
図
）。

現
在
の
養
殖
真
珠
は
西
川
・
ピ
ー
ス
法
に
よ
り

作
成
さ
れ
て
い
る
。
西
川
は
明
治
33
年
（
１
９
０
０
年
）
に
、
御
木

本
の
養
殖
場
が
あ
る
英あ

虞ご

湾
に
赤
潮
が
大
発
生
し
た
際
に
、
農
商
務

省
か
ら
派
遣
さ
れ
、
調
査
を
し
た
。
こ
の
縁
で
、
明
治
36
年
（
１
９

０
３
年
）
に
西
川
は
御
木
本
幸
吉
の
次
女
と
結
婚
し
た
。
明
治
38
年

（
１
９
０
５
年
）、
西
川
は
農
商
務
省
を
休
職
し
て
東
京
帝
国
大
学
理

科
大
学
動
物
学
教
室
に
研
究
生
と
し
て
復
帰
し
真
円
真
珠
の
研
究
を

続
け
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
年
）
10
月
、
西
川
は
真
珠
形
成
法
を

発
明
し
、
特
許
を
出
願
し
た
。

　

明
治
41
年
（
１
９
０
８
年
）、
東
京
帝
国
大
学
は
正
式
に
真
珠
養

殖
研
究
を
大
学
の
事
業
と
し
、
こ
れ
に
伴
い
、
三
崎
臨
海
実
験
所
の

助
手
だ
っ
た
藤
田
輔す
け

世よ

は
助
手
を
辞
し
て
、
嘱
託
と
し
て
真
珠
養
殖

に
専
念
し
、
弟
の
藤
田
昌ま
さ

世よ

も
加
わ
り
、
産
業
化
を
目
指
て
、
１
万

２
０
０
０
個
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
核
と
し
て
鉛
の
散
弾
を
挿
入
、
明
治

43
年
（
１
９
１
０
年
）
に
は
４
万
３
０
０
０
個
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
挿

核
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
明
治
42
年
（
１
９
０
９
年
）
に
西
川
は

胃
が
ん
の
た
め
他
界
、
続
い
て
箕
作
も
他
界
し
た
。
西
川
の
特
許
が

登
録
さ
れ
た
の
は
没
後
で
あ
り
、
死
後
７
年
を
経
て
西
川
藤
吉
の
子

の
真
吉
に
特
許
権
が
与
え
ら
れ
た
。

　

藤
田
輔
世
は
そ
の
後
も
、
三
崎
臨
海
実
験
所
で
研
究
を
続
け
、
西

川
・
ピ
ー
ス
法
で
核
を
挿
入
さ
れ
た
貝
を
、
筏
か
ら
海
中
に
吊
り
下

げ
て
飼
育
す
る
方
法
も
確
立
し
、
実
用
化
へ
の
道
も
開
け
た
。
し
か

し
、
当
時
は
海
水
温
が
低
く
、
真
珠
の
成
長
が
遅
か
っ
た
た
め
、
生

図10　真円真珠ができるしくみの模式図
『海洋教育カリキュラム集①　三浦真珠編』より
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産
効
率
が
悪
く
、
東
京
帝
国
大
学
首
脳
は
財
政
補
助
に
は
役
立
た
な

い
と
判
断
し
、
明
治
45
年
（
１
９
１
２
年
）
に
三
崎
臨
海
実
験
所
の

真
珠
養
殖
場
は
廃
止
さ
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
の
真
珠
研
究
は
こ
れ

を
機
に
、
ほ
ぼ
完
全
に
忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
。
藤
田
輔
世
は
大
正
７

年
（
１
９
１
８
年
）
に
セ
レ
ベ
ス
に
渡
り
、
真
珠
養
殖
に
成
功
し
た
。

藤
田
昌
世
は
高
知
の
宿
毛
湾
で
研
究
を
継
続
し
、
大
正
４
年
（
１
９

１
５
年
）
に
真
円
真
珠
の
産
業
化
に
成
功
す
る
。

真
珠
養
殖
の
産
業
化
に
成
功
し
た
御
木
本
幸
吉
の
登
場

　

御
木
本
幸
吉
は
安
政
５
年
（
１
８
５
８
年
）、
う
ど
ん
の
製
造
と

販
売
を
行
う
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
の
音
吉
は
、
う
ど
ん

業
よ
り
も
機
械
器
具
の
発
明
や
改
良
に
熱
心
だ
っ
た
と
い
う
。
幸
吉

の
祖
父
は
う
ど
ん
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
幅
広
く
商
売
を
行
い
鳥
羽

藩
主
の
御
用
達
ま
で
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
父
の
代
に
は
、
幕
末
の

混
乱
で
苦
し
い
生
活
を
味
わ
っ
た
。
士
族
の
多
く
も
職
業
を
失
い
、

幸
吉
は
失
業
し
困
窮
し
た
士
族
か
ら
読
書
き
、
ソ
ロ
バ
ン
、
洋
算
を

教
わ
っ
た
。
13
歳
に
な
っ
た
幸
吉
は
う
ど
ん
業
だ
け
で
は
貧
困
か
ら

脱
出
で
き
な
い
と
考
え
、
青
物
行
商
を
初
め
た
。
し
か
し
、
利
潤
が

薄
い
と
判
断
し
て
明
治
９
年
（
１
８
７
６
年
）、
18
歳
で
廃
業
し
て

い
る
。
そ
の
後
、
米
穀
商
と
な
っ
た
が
志
摩
地
方
の
稲
作
の
規
模
が

大
き
く
な
い
の
で
展
望
が
な
い
と
考
え
て
い
た
時
、
東
京
に
出
る
機

会
が
あ
っ
た
。
東
京
、
横
浜
、
横
須
賀
で
乾
ナ
マ
コ
、
乾
ア
ワ
ビ
、

寒
天
、
真
珠
な
ど
の
海
産
物
が
高
値
で
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
、
海
の
国
に
住
む
も
の
は
海
産
物
を
利
用
す
べ
き
と

考
え
た
。
明
治
13
年（
１
８
８
０
年
）、幸
吉
は
海
産
物
商
人
と
な
り
、

か
な
り
の
実
績
を
あ
げ
た
。
同
年
、
町
村
会
法
が
施
行
さ
れ
る
と
町

会
議
員
と
な
り
、
翌
年
に
は
志
摩
国
物
産
品
評
会
委
員
、
明
治
18
年

（
１
８
８
５
年
）
に
は
27
歳
の
若
さ
で
三
重
県
商
法
会
議
員
と
な
り

社
会
的
地
位
を
高
め
て
い
く
。
幸
吉
は
、
古
く
か
ら
志
摩
の
英あ

虞ご

湾

の
特
産
だ
っ
た
真
珠
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
当
時
の
真
珠
は

貝
か
ら
偶
然
に
発
見
さ
れ
る
芥け

子し

と
よ
ば
れ
る
天
然
真
珠
だ
っ
た
。

明
治
21
年（
１
８
８
８
年
）、幸
吉
は
本
格
的
な
真
珠
商
人
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
乱
獲
に
よ
り
ア
コ
ヤ
ガ
イ
、
真
珠
と
も
に

生
産
量
が
減
少
し
て
い
っ
た
。
幸
吉
は
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
養
殖
を
試
み
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た
が
、
真
珠
は
１

０
０
０
個
の
ア
コ

ヤ
ガ
イ
か
ら
１
個

程
度
し
か
取
れ
な

い
た
め
採
算
が
合

わ
な
い
と
考
え
、

真
珠
を
効
率
よ
く

得
る
方
法
は
な
い

か
と
考
え
て
い

た
。
そ
の
時
、
箕

作
教
授
と
面
会
す
る
機
会
が
巡
っ
て
き
た
。
明
治
23
年
（
１
８
９
０

年
）
の
第
３
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
幸
吉
は
箕
作
か
ら
、
中
国
の
仏

像
真
珠
の
作
成
法
や
、
砂
粒
や
寄
生
虫
な
ど
の
異
物
の
刺
激
が
真
珠

質
の
分
泌
を
促
進
し
、
異
物
を
核
と
し
て
真
珠
が
で
き
る
こ
と
を
教

わ
っ
た
。
志
摩
に
帰
っ
た
幸
吉
は
さ
っ
そ
く
真
珠
養
殖
に
取
り
掛
か

り
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
年
）
に
半
円
真
珠
の
養
殖
に
成
功
し
た
。

　

御
木
本
幸
吉
の
次
女
と
結
婚
し
た
西
川
は
、
明
治
38
年
（
１
９
０

５
年
）、
農
商
務
省
か
ら
東
京
帝
国
大
学
に
復
帰
し
て
い
た
が
、
御

木
本
養
殖
場
で
も
研
究
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
東
京
帝
国
大
学
の
西

川
が
御
木
本
養
殖
場
で
真
円
真
珠
制
作
技
術
の
開
発
を
完
成
さ
せ
、

明
治
40
年
（
１
９
０
７
年
）
に
特
許
を
出
願
す
る
こ
と
に
な
る
。
御

木
本
幸
吉
は
西
川
・
ピ
ー
ス
法
に
よ
る
真
円
真
珠
養
殖
を
産
業
化
し
、

世
界
の
ミ
キ
モ
ト
に
発
展
し
て
い
く
。

　

御
木
本
幸
吉
と
東
京
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
の
交
流
は
、
臨
海
実

験
所
の
日
誌
に
も
残
っ
て
お
り
、
明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）
８
月

７
日
に
御
木
本
が
実
験
所
に
来
訪
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
図

11
：
箕
作
に
よ
る
御
木
本
氏
来
訪
が
記
さ
れ
た
日
誌
）。
ま
た
、
東

京
帝
国
大
学
動
物
学
教
室
教
授
で
理
学
部
長
で
あ
っ
た
五
島
清
太
郎

教
授
が
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）
に
志
摩
の
御
木
本
真
珠
養
殖

場
を
見
学
し
た
時
の
五
島
教
授
の
メ
モ
と
、
そ
の
際
に
御
木
本
か
ら

贈
ら
れ
た
真
珠
が
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
に
東
京
大
学
理
学
部

２
号
館
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
三
崎

臨
海
実
験
所
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。

図11　箕作による御木本氏来訪が記された日誌
東京大学三崎臨海実験所所蔵
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三
浦
真
珠
の
復
活
と
海
洋
教
育
・
地
域
振
興
へ
の
貢
献

　

第
二
次
大
戦
後
、
総
司
令
部
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
は
、
日
本
の
特
産
品
と

し
て
の
真
珠
を
最
大
限
に
輸
出
し
外
貨
の
獲
得
に
貢
献
さ
せ
る
方
針

を
打
ち
出
し
、
神
奈
川
県
水
産
試
験
場
（
現
在
、
神
奈
川
県
水
産
技

術
セ
ン
タ
ー
）
で
も
、
昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
か
ら
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
年
）
に
か
け
て
、
真
珠
養
殖
の
試
験
を
行
っ
た
。『
神
奈

川
県
水
産
技
術
セ
ン
タ
ー
100
年
の
歩
み
』に
よ
る
と
、
昭
和
24
年（
１

９
４
９
年
）
６
月
17
日
に
三
重
県
浜
島
よ
り
真
珠
母
貝
４
０
０
０
個

を
、
調
査
船
２
代
目
「
江
之
島
」
で
運
搬
し
、
諸も
ろ

磯い
そ

湾
と
小こ

網あ

代じ
ろ

湾

で
真
珠
養
殖
の
調
査
や
試
験
が
行
わ
れ
て
い
る
。
当
時
、
真
珠
養
殖

の
世
界
で
は
、
三
重
県
よ
り
北
の
地
域
で
は
水
温
が
低
い
た
め
真
珠

養
殖
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
上
質
の
真
珠
が
生
産
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
10
万
個
の
貝
か
ら
お
よ
そ
15
㎏
の
真
珠
が
と
れ
た
と

記
さ
れ
た
資
料
も
残
さ
れ
て
い
る
。
産
業
革
命
以
来
、
徐
々
に
海
水

温
が
上
昇
し
て
、
三
崎
海
域
で
も
ア
コ
ヤ
ガ
イ
が
健
康
に
生
息
で
き

る
環
境
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
真
珠
養
殖
試
験
の
成
功

を
受
け
、
民
間
に
技
術
移
転
さ
れ
、
諸
磯
湾
と
小
網
代
湾
で
真
珠
養

殖
が
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
の
面
影
は
、
小
網
代
湾
の
沿
岸
に
建
つ

別
荘
の
「
真
珠
小
屋
」
の
看
板
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
建
物

で
真
珠
の
選
別
作
業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
昭
和
33
年

（
１
９
５
８
年
）に
制
定
さ
れ
た
岬
陽
小
学
校
の
校
歌
に
は「
真
珠
貝
」

の
歌
詞
が
あ
り
、
か
つ
て
三
崎
と
油
壺
、
城
ケ
島
を
結
ん
で
い
た
観

光
船
に
は
、「
パ
ー
ル
号
」
と
い
う
名
前
も
付
け
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
高
度
成
長
期
時
代
の
水
質
悪
化
に
よ
り
生
産
が
で
き
な
く
な

り
、
数
年
間
で
真
珠
養
殖
事
業
は
終
了
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

平
成
26
年
（
２
０
０
８
年
）、
ミ
キ
モ
ト
と
の
御
木
本
幸
吉
生
誕

150
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
共
催
を
契
機
に
連
携
を
再
開
し
た
東
京
大

学
三
崎
臨
海
実
験
所
は
、
ミ
キ
モ
ト
と
の
共
同
研
究
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
社
会
貢
献
に
お
い
て
も
協
力
し
て
取
り
組
み
始
め
た
。
ミ
キ

モ
ト
真
珠
研
究
所
の
樋
口
研
究
員
が
臨
海
実
験
所
で
、
臨
海
実
験
所

周
辺
で
採
集
し
た
天
然
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
挿
核
し
た
と
こ
ろ
、
み
ご
と

な
真
珠
が
で
き
た
。
昭
和
時
代
の
高
度
成
長
期
の
公
害
を
克
服
す
る

た
め
に
水
質
浄
化
設
備
が
整
備
さ
れ
、
三
崎
に
再
び
き
れ
い
な
海
が

戻
っ
て
き
て
い
た
。
ま
た
、
皮
肉
な
こ
と
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
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三
崎
海
域
の
海
水
温
が
ア
コ
ヤ
ガ
イ
に
適
す
る
温
度
に
な
っ
た
た
め

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
見
た
当
時
の
所
長
の
赤
坂
は
、
真
珠
は
「
海

の
環
境
、
海
を
育
む
森
、
真
珠
が
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
中
で
で
き
る
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
、
真
珠
が
獲
れ
て
か
ら
美
術
品
ま
で
の
加
工
、
販
売
、

観
光
、
貿
易
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
海
洋
教
育
に
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
地
域
振
興
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
ひ
ら

め
い
た
。
平
成
25
年
（
２
０
１
３
年
）
に
「
三
浦
真
珠
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
立
ち
上
げ
、
日
本
財
団
、
京
急
電
鉄
、
程
ヶ
谷
基
金
、
山
口

育
英
会
か
ら
の
助
成
金
を
得
て
、
ミ
キ
モ
ト
真
珠
研
究
所
の
技
術
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
三
浦
産
の
ア
コ
ヤ
ガ
イ
を
飼
育
し
、
真
珠
を
生

産
で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
臨
海
実
験
所
で
は
、
生
産
し
た
ア
コ
ヤ

ガ
イ
を
学
内
外
の
研
究
者
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
実
習
に

活
用
し
て
い
る
。

　

東
京
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
三
浦
市

は
ア
コ
ヤ
ガ
イ
と
真
珠
を
市
内
の
小
中
学
校
の
海
洋
教
育
に
活
用
し

て
い
る
。
ま
た
水
族
館
の
京
急
油
壺
マ
リ
ン
パ
ー
ク
で
は
、
来
館
者

に
核
入
れ
体
験
を
通
し
た
海
洋
教
育
を
提
供
し
て
い
る
。
同
じ
く
連

携
協
定
を
結
ん
で
い
る
神
奈
川
県
立
海
洋
科
学
高
等
学
校
で
は
、
授

業
と
実
習
に
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
養
殖
と
核
入
れ
を
組
み
込
ん
だ
。
全
国

的
に
真
珠
養
殖
技
術
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
人
手
不
足
に
よ

る
、
日
本
の
真
珠
産
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
将
来
的
に
、
海

洋
科
学
高
等
学
校
か
ら
真
珠
養
殖
技
術
者
が
輩
出
さ
れ
る
と
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
海
洋
科
学
高
等
学
校
の
あ
る
横
須
賀
地
区
の
漁

業
協
同
組
合
も
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
生
産
に
関
心
を
示
し
て
い
る
。
ア

コ
ヤ
ガ
イ
の
貝
柱
は
グ
ル
メ
で
珍
重
さ
れ
て
お
り
、
量
産
で
き
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
葉
山
地
区
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
特
産
品
と
し
て
供
給
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
神
奈
川
県
立
横
須
賀
工
業
高
等
学

校
で
は
、
ア
コ
ヤ
ガ
イ
の
貝
殻
の
螺
鈿
細
工
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

高
品
質
の
真
珠
生
産
は
ミ
キ
モ
ト
に
遠
く
及
ば
な
い
が
、
真
珠
養
殖

体
験
は
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
期
待
で
き
る
。
神
奈
川
県
も
平
成

28
年
（
２
０
１
６
年
）
に
開
始
さ
れ
た
「
三
浦
半
島
魅
力
最
大
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
で
、
東
京
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
が
推
進
す
る

「
三
浦
真
珠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
明
治
期
に
神

奈
川
県
に
あ
る
東
京
大
学
臨
海
実
験
所
で
開
発
さ
れ
た
真
珠
養
殖
技
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術
。
産
学
官
民
に
よ
る
ア
コ
ヤ
ガ
イ
と
真
珠
を
活
用
す
る
地
域
振
興

に
期
待
し
た
い
。

現
代
の
臨
海
実
験
所
の
研
究
活
動

　

多
様
な
海
洋
生
物
は
生
命
科
学
の
宝
庫
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
ヒ

ト
デ
、
イ
カ
、
ア
メ
フ
ラ
シ
、
ウ
ニ
、
ク
ラ
ゲ
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

に
貢
献
し
た
。
生
物
は
多
様
で
あ
る
が
、
す
べ
て
の
生
物
は
共
通
の

祖
先
を
も
ち
、
共
通
の
し
く
み
で
生
き
て
い
る
。
多
様
な
海
洋
生
物

か
ら
研
究
に
適
し
た
特
徴
を
も
つ
生
物
を
用
い
れ
ば
、
生
命
の
し
く

み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
バ
イ
オ
や
医
学
に
貢
献

す
る
。
透
明
な
ヒ
ト
デ
の
幼
生
は
、
免
疫
に
か
か
わ
る
白
血
球
の
発

見
に
貢
献
し
、
非
常
に
太
い
神
経
軸
索
を
も
つ
イ
カ
は
神
経
の
興
奮

伝
導
の
解
明
、
単
純
な
神
経
回
路
を
も
ち
な
が
ら
刺
激
を
受
け
た
こ

と
を
覚
え
る
ア
メ
フ
ラ
シ
は
記
憶
の
し
く
み
、
大
量
の
卵
が
得
ら
れ

同
調
し
た
細
胞
分
裂
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
ウ
ニ
は
、
細
胞
分
裂

の
調
節
と
が
ん
の
発
症
の
し
く
み
の
解
明
に
貢
献
し
た
。
ク
ラ
ゲ
か

ら
は
下
村
脩
博
士
が
光
る
タ
ン
パ
ク
質
Ｇ
Ｆ
Ｐ
遺
伝
子
を
単
離
し
、

Ｇ
Ｆ
Ｐ
は
生
命
科
学
や
医
学
の
ツ
ー
ル
と
し
て
不
可
欠
な
ほ
ど
活
躍

し
て
い
る
。
東
京
大
学
三
崎
臨
海
実
験
所
は
共
同
利
用
研
究
教
育
施

設
で
あ
り
、
国
内
外
か
ら
年
間
延
べ
２
万
人
以
上
の
研
究
者
や
学
生

が
訪
れ
、
ゲ
ノ
ム
や
最
先
端
の
生
命
科
学
技
術
を
駆
使
し
て
、
進
化

学
的
生
態
学
的
発
生
生
物
学
・
分
子
細
胞
生
物
学
研
究
を
展
開
し
て

お
り
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。
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